
 

 

 

 

 

海洋プラスチック削減・カーボンニュートラルの実現に向けた 

次世代「未来共創」プロジェクトの実施について 
 

１ 要旨・目的 

Ｇ７広島サミット首脳コミュニケに盛り込まれた海洋プラスチック削減やカーボンニュ

ートラルの実現に向けて、ポストサミットの一環として、次世代を担う若者を主体にした課

題解決策の共創プログラムを 11月から開始する。 

 

２ 現状・背景 

○ 本県では、2050年までに、瀬戸内海に新たに流出する海洋プラスチックゼロ及び温室効

果ガス排出量の実質ゼロ「ネット・ゼロカーボン社会」の実現を目指し、県民、事業者、

市町等の多様な主体と連携・協働しながら、取組を推進している。 

○ こうした中、目標年である 2050 年頃に社会の中心的な役割を担うこととなる若者世代

に向けて、環境問題を自分事として捉え、企業等と連携、共創しながら課題解決に向けた

アイデアを創出できる機会を提供する等、機運醸成を図っていく必要がある。 

 

３ 概要 

(1) 対象者 

広島県内に在住、在学している若者 

（10代後半～20代前半の高校生、高専生、専門学生、大学生等） 

 

(2) 事業内容（実施内容） 

次の３ステップでプログラムを展開する。 
 

■ステップ①【知る（現状把握）】 

・清掃活動イベント等、実体験として現状を知る機会を提供 

・専門知識や先進事例の付与、問題提起 等  
  

■ステップ②【考える（共創）】 

・将来にわたって持続可能な取組や解決策のアイデアを創出するため、GSHIP※参画会

員等と連携したワークショップを実施 

・若者が課題感を持ち寄り、企業等と連携した解決策の検討や、議論及び対話を通じ

て、アイデアを作成 
 

■ステップ③【共有（共感）】 

・共創したアイデアを広く発信・共有できる場として成果発表会を開催 

・講評者による講評やコンテスト形式による最優秀アイデアの選出、本県認定の修了

証書の発行などを行い、取組継続や実践に繋げる意欲を高める 
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  ※ GSHIP：2050年までに瀬戸内海に新たに流出するプラスチックごみゼロを目指し、

令和３年６月に県が設立した官民連携プラットフォーム。製造・流通・消費に関する

企業・団体・市町等 120社・団体（R5.11.9時点）で構成。 

 

(3) スケジュール 

 内容 日程 

ステップ① 
エンターテイメント型ごみ拾い「清掃中」の体験 11/23（祝・木） 

オンライン講座（セミナー） ※期間内自由視聴 11/24～12/16 

ステップ② 
ワークショップ（１回目） 12/17（日） 

ワークショップ（２回目） 1/14（日） 

ステップ③ 成果発表会 2/18（日） 

 

(4) 今後の対応 

  ○ 参加者のアイデアに応じて、GSHIP参画会員だけでなく、ひろしま地球環境フォーラ

ムの参画企業等との連携・マッチングも進める。 

  ○ プログラム参加者の取組状況や成果発表内容などを県民へ広く情報発信し、県民全体

の環境問題に対する理解促進と意識醸成を図っていく。 
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